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【本研究領域の目的】 
 大規模で複雑な社会組織、高度な科学技術、巨大
な世界宗教を含む様々な宗教的信念など、他の動物
行動とは大きく異なる特異的な様相が現れたのは、
文明形成期である。文明形成期は、200 万年にわたる
ヒト属の進化を通して継続した遊動的狩猟採集生活
が大きく転換した時期であり、後代の社会・文化の
基礎となった。我々がどのようにしてここに至った
のかを知るためには、文明形成がどのようにして起
きたかを明らかにする必要がある。 
 本研究領域では二項対立的・還元論的視点を超え、
自然と文化、心と物質をつなぐ人間自体、人間の行
為と認知に焦点を絞り、これまでにない文明形成論
を展開する。人間が物理的に生み出す物質、人間の
身体、そしてそれらの相互作用の中核にあって文化
を生み出す心という三つの視座の下に、文明形成期
の物質文化に焦点を当てることによって、ヒト特有
のニッチ構築という視点から文明が創出されるメカ
ニズムを明らかにできるのではないかということが、
本研究のベースとなる着想である。 

 
【本研究領域の内容】 
 本研究領域は、身体を介したモノと心の相互作用
に焦点を当て、人類特有の現象である文明形成がい
かにしてなされ、それがどのように現代の我々の在
り方を規定しているかを明らかにしようとするもの
である。身体を介した心と物質の相互作用は、状況
によって質的・量的に変化するが、基本的なメカニ
ズムは過去から現在まで共通しているはずである。 
 その基本的なメカニズムに焦点を当てることによ
って、文明形成期に起こったことと今起こっている

ことに関する研究成果を統合する新しい研究手法を
確立する。本研究領域では、ユーラシアを出てボト
ルネックや極限的状況を超えて拡散したホモ・サピ
エンスの最終到達地域である、アメリカ大陸・日本
列島・オセアニアの 3 地域を対象として設定する。
この戦略的地域設定により、異なる自然環境・歴史
的経緯の下で独自に展開した複数の「文明形成」プ
ロセスを体系的に比較することが可能となる。物質
文化においていつ・どのような変化が起こったかに
ついて実証的に研究する考古学的研究、身体を介し
たヒトの認知・行動と環境とのインタラクションに
おいて何が起きているかについての民族誌的調査及
び脳神経科学・心理学的メカニズム研究、さらに集
団の動きや身体的変化に関する自然人類学、遺伝学
的研究を統合的に展開し、得られた成果・データを
集約し、数理解析・モデリングを行う。 
 

【期待される成果と意義】 
 文明創出に関わる認知的基盤、物質的環境による
心や身体の変化について継続的・発展的に研究成果
を生み出せる新領域の形成が期待できる。具体的成
果として、生物としての個人の能力を超えた知のシ
ステムとしての文化が形成される在り方について、
日本列島、メソアメリカ、アンデス、オセアニア各
地の実態が明らかとなる。社会固有のリアリティ（行
動の基準となる主観的現実）が形成される歴史的プ
ロセスを解明し、新たな人間観・文化観を提示する。 
 社会的意義・波及効果として、現代の戦争の特異
性や国家間の関係性の特質が浮き彫りになることに
より、社会的ストレスや暴力行動の緩和、持続的社
会の形成につながる具体的提案ができること、現代
社会におけるデザインや造形的特徴と社会的状況の
関係を読み解く新たな視座が得られ、社会的機能を
意識した新たな人工的環境創出の指針を提案できる
こと、今後ますます進行するグローバル化の中で多
様性を維持することの意義について考察する基盤が
得られることなどがある。 

 
【キーワード】 
 ニッチ構築：生物が活動や選択を通して、自らの生
息環境すなわちニッチを創り出すこと。 

 
【研究期間と研究経費】 
 令和元年度－令和 5 年度 
  1,069,000 千円 

  
 
【ホームページ等】 

http://out-of-eurasia.jp 
  contact@out-of-eurasia.jp 


